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次
期
学
習
指
導
要
領
の
告
示
等
を
受
け
て 

総
合
的
な
学
習
部
長 市

川 

敏
彦 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
付
の
官
報
に
て
、
次
期
学
習

指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
五
月
二
十
六
日
に
移

行
措
置
の
内
容
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
今
年
度

は
周
知
徹
底
、
来
年
度
か
ら
は
先
行
実
施
が
可
能
と
な
る
。 

次
期
学
習
指
導
要
領
の
ね
ら
い
は
、
①
探
究
的
な
学
習
の
過

程
に
お
い
て
、
課
題
の
解
決
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に

付
け
、
課
題
に
関
わ
る
概
念
を
形
成
し
探
究
的
な
学
習
の
よ
さ

を
理
解
す
る
よ
う
に
す
る
。
②
実
社
会
や
実
生
活
の
中
か
ら
問

い
を
見
出
し
、
自
分
で
課
題
を
立
て
、
情
報
を
集
め
、
整
理
・

分
析
し
て
ま
と
め
・
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
探
究
的
な
学
習
に
主
体
的
・
協
同
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

互
い
の
よ
さ
を
生
か
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
社
会
に
参
画
し
よ

う
と
す
る
態
度
を
養
う
。 

こ
れ
に
県
や
市
、
三
教
研
の
研
究
テ
ー
マ
を
受
け
、
総
合
的

な
学
習
部
の
研
究
主
題
や
研
究
の
重
点
目
標
を
決
め
、
実
践
を

重
ね
て
い
る
。
各
小
中
学
校
の
主
任
は
、「
部
報
部
会
」「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
部
会
」「
実
践
事
例
部
会
」「
研
修
部
会
」
の
い
ず
れ

か
の
部
会
に
属
し
、
本
市
の
総
合
的
な
学
習
の
授
業
や
活
動
を

牽
引
し
て
い
る
。 

本
校
に
お
い
て
も
、
総
合
的
な
学
習
部
の
主
任
や
研
究
主
任

が
先
頭
に
立
っ
て
実
践
を
重
ね
て
い
る
。
例
え
ば
、
ど
の
学
年

も
生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
る
。
縦
軸
に
教
科
と
領
域
名
、
横
軸
に
四
月
か

ら
一
年
間
の
月
で
区
切
ら
れ
て
い
て
、
各
教
科
と
領
域
名
は
単

元
や
題
材
が
学
習
順
に
並
ぶ
。
中
心
の
生
活
科
や
総
合
的
な
学

習
の
時
間
欄
に
は
、
全
学
年
ご
と
に
一
年
を
か
け
て
探
究
す
る

野
鳥
に
つ
い
て
の
活
動
内
容
と
、
地
域
の
人
・
も
の
・
こ
と
に

つ
い
て
探
究
す
る
学
年
は
そ
の
時
期
と
活
動
内
容
が
書
か
れ
て

あ
る
。
ま
た
、
各
教
科
・
領
域
で
関
連
す
る
単
元
や
題
材
に
は
、

自
然
・
郷
土
・
環
境
の
三
種
類
で
色
分
け
さ
れ
て
横
断
的
に
進

め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 
ツ
バ
メ
が
体
育
館
の
軒
下
に
巣
を
か
け
、
卵
を
温
め
始
め
る

季
節
の
五
月
、「
第
三
十
六
回
野
鳥
を
知
ろ
う
集
会
」
を
、
岡
崎

野
鳥
の
会
の
新
会
長
を
講
師
に
招
い
て
行
っ
た
。こ
の
会
で
は
、

毎
年
子
供
た
ち
が
、
個
人
や
学
年
で
探
究
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
バ

ー
ド
に
つ
い
て
今
ま
で
調
べ
て
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
調
べ
た
い

こ
と
な
ど
を
発
表
し
て
い
る
。
今
年
も
探
究
す
る
目
標
が
決
ま

り
、子
供
の
思
考
に
沿
っ
た
実
践
を
展
開
中
で
あ
る
。そ
し
て
、

そ
の
成
果
は
三
学
期
の
「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
ま
と
め
発
表
会
」

で
学
区
民
や
保
護
者
を
前
に
発
表
す
る
。 

 

知
・
徳
・
体
に
わ
た
る
「
生
き
る
力
」
を
子
供
た
ち
に
育
む

た
め
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
が
で
き
る
よ
う
、
よ

り
よ
い
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
小
中
学
校
が
、
そ
の
地
域
の
特
色
や
人
・
も

の
・
こ
と
を
生
か
し
た
活
動
を
工
夫
し
、
子
供
も
教
師
も
楽
し

く
探
究
的
な
学
習
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

 

 

生
活
・
総
合
指
導
員 

小
豆
坂
小
学
校 

高
沢 

秀
昭 

■
研
究
主
題 

『
自
ら
探
究
し
、協
同
的
に
学
び
合
う
総
合
的
な
学
習
の
授
業
』 

■
研
究
の
重
点 

 

・
子
供
た
ち
が
、
学
び
の
中
で
感
動
を
得
ら
れ
る
授
業
展

開
を
工
夫
す
る
。 

 

・
体
験
や
問
題
解
決
的
な
活
動
を
繰
り
返
す
探
究
的
な
学

習
を
展
開
す
る
。 

 

・
協
同
的
な
学
び
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
学
習
集

団
や
学
習
形
態
を
工
夫
す
る
。 

 

・
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、
地
域
の
「
人
・
も
の
・
こ
と
」

を
積
極
的
に
活
用
す
る
。 

 

・
子
供
た
ち
が
、
自
分
の
よ
さ
や
成
長
を
自
覚
し
、
さ
ら

に
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
な
評
価
規
準
の
設
定
や
評

価
方
法
を
工
夫
す
る
。 

■
「
生
き
る
力
を
育
む
教
育
」
の
担
い
手
は
、
総
合
！ 

次
期
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
を
見
据
え
、
今
日
的
な
課

題
や
二
十
一
世
紀
型
能
力
の
育
成
に
対
応
す
る
上
で
、
生

活
・
総
合
の
学
び
は
重
要
で
す
。
ね
ら
い
や
育
て
た
い
力
を

明
確
に
し
、
子
供
が
自
分
事
と
し
て
取
り
組
め
る
テ
ー
マ
を

精
選
し
、
成
就
感
が
得
ら
れ
る
学
び
を
展
開
し
た
い
も
の
で

す
。
そ
れ
に
は
、
子
供
が
主
体
的
に
取
り
組
む
学
習
課
題
づ

く
り
、
子
供
の
思
考
を
つ
な
ぎ
、
深
め
る
単
元
構
想
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
「
人･

も
の･

こ
と
」
に
繰
り
返

し
関
わ
る
中
で
感
動
の
あ
る
体
験
や
出
会
い
を
味
わ
い
、
地

域
へ
の
愛
着
を
も
つ
と
と
も
に
、
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
思
い
を
膨
ら
ま
せ
た
い
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な

探
究
的
で
対
話
的
な
学
び
を
展
開
し
な
が
ら
、「
ふ
る
さ
と

岡
崎
の
心
の
醸
成
」
を
力
強
く
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 



★
三
教
研
夏
季
研
修
会 

日
時 

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日(

火) 

場
所 

安
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

内
容 

講
演 

 

講
師
：
甲
南
女
子
大
学 

 

人
間
科
学
部 

 

村
川 

雅
弘 

様 

演
題
：「
新
学
習
指
導
要
領
が
求
め
る
授
業
と
学
校
」 

 

講
演
後
、
テ
ー
マ
別
の
分
科
会
に
お
い
て
、
山
中
小
の 

小
栁
直
希
先
生
が
実
践
発
表
さ
れ
ま
す
。
三
河
各
地
域
の

優
秀
な
実
践
も
報
告
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

★
授
業
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー 

～
基
礎
編
～ 

日
時 

平
成
二
十
九
年
八
月
二
日(

水) 

九
時
～
十
二
時 

場
所 

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー 

小
ホ
ー
ル 

内
容 

・
実
践
発
表 

六
ツ
美
中 

小
木
曾 

正
章
先
生 

 
 

「
未
来
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
主
体
的
に
考
え
、

探
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
の
育
成
」 

～
二
年
『
低
炭
素
社
会
実
現
の
た
め
に
私
た
ち 

が
で
き
る
こ
と
』
の
実
践
を
通
し
て
～ 

 
 
 
 
 
 

・
学
年
別
フ
リ
ー
ト
ー
ク 

 

・
名
古
屋
大
学 

久
野
弘
幸
先
生
に
よ
る
講
話 

 

「
新
学
習
指
導
要
領
の
読
み
解
き
方
と
総
合
的
な
学
習
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
今
年
度
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
柱
の
一
つ
で

あ
る
「
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
」
の
捉
え
方
が
軸
に

な
っ
て
い
ま
す
。
子
供
が
目
を
輝
か
せ
て
取
り
組
む
総
合

的
な
学
習
の
実
践
の
在
り
方
や
進
む
べ
き
方
向
性
を
学

ぶ
研
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
学
年
別
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で

は
、
各
校
の
実
践
状
況
と
、
問
題
点
な
ど
を
話
し
合
い
ま

す
。
今
後
の
実
践
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。 

★
岡
崎
市
教
育
研
究
大
会 

日
時 

平
成
二
十
九
年
九
月
五
日
（
火
）
十
三
時
四
十
五
分 

 
 

場
所 

岡
崎
市
民
球
場 

第
一
会
議
室 

先
日
、
提
出
さ
れ
た
中
間
報
告
で
は
、
各
学
校
の
特
色

を
生
か
し
た
熱
意
あ
る
実
践
が
期
待
さ
れ
る
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
度
も
鳴
門
教
育
大
学
教
授
の
西
村
公
孝

先
生
を
助
言
者
と
し
て
お
迎
え
し
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
す
。
多
数
の
方
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

   

生
活
・
総
合
指
導
員 

小
豆
坂
小
学
校 

高
沢 

秀
昭 

六
月
十
七
日
（
土
）・
十
八
日
（
日
）
東
京
都
新
宿
区
・

渋
谷
区
・
豊
島
区
で
行
わ
れ
た
第
二
十
六
回
日
本
生
活
科
・

総
合
的
な
学
習
教
育
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

十
七
日
午
前
は
、
各
地
区
で
公 

開
授
業
が
行
わ
れ
、
十
八
日
に
は
、

立
教
大
学
で
課
題
別
研
究
発
表
と

全
体
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
課
題

別
研
究
発
表
で
は
、
豊
富
小
学
校

の
林
尚
子
先
生
が
、「
教
師
に
求
め

ら
れ
る
『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
』」
を
テ
ー
マ
に
実
践
発

表
を
さ
れ
ま
し
た
。
生
活
科
主

任
・
研
究
主
任
・
指
導
員
・
教
務

主
任
な
ど
の
各
立
場
で
、
次
期
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ

た
か
を
、
具
体
的
な
実
践
を
通
し
て
、
明
確
に
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
生
き
物
好
き
な
子
供
の
実
態
を
生
か
し

て
川
の
学
習
を
構
想
し
た
事
例
に
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。

子
供
は
夢
中
に
な
っ
て
繰
り
返
し
関
わ
る
こ
と
を
通
し
て
、

川
や
生
き
物
へ
の
愛
着
を
も
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
と
と
も

に
、
自
己
肯
定
感
を
育
み
、
よ
り
よ
い
学
級
集
団
に
成
長
し

た
様
子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と
た
っ
ぷ
り
関
わ
る
中

で
個
が
育
ち
、
学
び
を
共
有
す
る
中
で
集
団
が
育
つ
。
つ
ま

り
、
学
級
経
営
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
生
活
・
総
合

の
学
び
の
魅
力
で
あ
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、「
未
来
へ
の
希
望
と
力
を
育
む 

生
活
科
・
総

合
的
な
学
習
の
『
深
い
学
び
』」
と
題
し
、
田
村
学
先
生
（
国

学
院
大
学 

）
と
奈
須
正
裕
先
生
（
上
智
大
学
）
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
供
の
一
つ
の
発
言
や
つ
ぶ

や
き
、
そ
の
時
の
表
情
や
し
ぐ
さ
を
見
と
る
こ
と
で
、
学
び

の
深
ま
り
を
読
み
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
趣
旨
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く

な
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

生
活
・
総
合
指
導
員 

小
豆
坂
小
学
校 

高
沢 

秀
昭 

★
千
万
町
水
源
林
で
山
里
体
験
！
皮
む
き
間
伐
体
験
の
フ
ィ

ー
ル
ド
研
修 

期
日  

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
九
日
（
土
）
午
前
十
時
～

午
後
三
時
頃
（
小
雨
決
行
・
荒
天
時
中
止
） 

会
場  

千
万
町
楽
校
（
ナ
ビ
は
「
千
万
町
小
学
校
」
で
検
索
） 

内
容  

・
皮
む
き
間
伐
体
験
（
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
ノ
コ
ギ
リ
を

使
わ
な
い
親
子
で
参
加
で
き
る
木
の
皮
む
き
） 

・
薪
割
り
体
験
（
間
伐
し
た
杉
や
桧
を
斧
で
割
る
。） 

・
小
学
生
以
上
の
お
子
様
も
同
伴
可
能
。
参
加
ご
希

望
の
方
は
、
新
香
山
中
・
内
田
裕
斗
先
生
ま
で
。 


